
折板屋根、かわら棒屋根面

熱交換塗料ＡＫ－１工法 タフコートＤ－４２（２回塗）

※ 実線四角内がＡＫ－１工法で素地調整＋下塗りが別途必要です。
※ 点線四角内は下地の劣化状態により工法、仕様が大きく変化します。
※ タフコートＤ－４２はアクリルウレタン樹脂系溶剤型塗料なので従来の２液型
変成エポキシ樹脂下塗り塗料の上にも重ね塗りが出来ます。

※ 塗装間隔及び養生時間は気温２０℃以上の条件下のものです。

施工上の確認事項 工 程 施 工 要 領

素地表面状態の確認
素地調整

（下地の状態により異
なるため別途計上）

塗膜表面の付着物を高圧洗浄し落とす

手工具等で錆、劣化塗膜を除去する。

（活膜は残す）

素地調整終了状態の確認 タフコートＣＣＰ－１１７

気象条件の確認（温度5℃以上 下塗り
（下地の状態により異
なるため別途計上）

塗 付 量 0.15kg/㎡

湿度85％以下） 塗装間隔 １時間以上

作業条件の確認（足場、養生 工 法 刷毛またはローラー塗り

照明、安全、工具等） タレ、流れのないよう

均一に塗る。

下塗り乾燥状態の確認 タフコートＤ－４２

気象条件の確認（温度5℃以上 上 塗 り
（ １ 層 目 ）

塗 付 量 0.15kg/㎡

湿度85％以下） 塗装間隔 ２時間以上

作業条件の確認（足場、養生 工 法 刷毛またはローラー塗り

照明、安全、工具等） タレ、流れのないよう

均一に塗る。

上塗り１層目乾燥状態の確認 タフコートＤ－４２

気象条件の確認（温度5℃以上 上 塗 り
（ ２ 層 目 ）

塗 付 量 0.15kg/㎡

湿度85％以下） 養生時間 ３時間以上

作業条件の確認（足場、養生 工 法 刷毛またはローラー塗り

照明、安全、工具等） タレ、流れのないよう

均一に塗る。



スレート面

熱交換塗料ＡＫ－２工法 タフコートＤ－４２（２回塗）

※ 実線四角内がＡＫ－２工法で素地調整＋下塗りが別途必要です。
※ 点線四角内は下地の劣化状態により工法、仕様が大きく変化します。
※ タフコートＤ－４２はアクリルウレタン樹脂系溶剤型塗料なので従来の２液型
エポキシ樹脂系下塗り塗料の上にも重ね塗りが出来ます。

※ 上塗塗料を水系塗料タフコートＤ－４７に代えることも出来ます。
※ 塗装間隔及び養生時間は気温２０℃以上の条件下のものです。

施工上の確認事項 工 程 施 工 要 領

素地表面状態の確認
素地調整

（下地の状態により異
なるため別途計上）

塗膜表面の付着物を高圧洗浄し落とす

手工具等で劣化塗膜を除去する。

（活膜は残す）

素地調整終了状態の確認 タフコートＯ－７０１Ｈ

気象条件の確認（温度5℃以上 下塗り
（下地の状態により異
なるため別途計上）

塗 付 量 0.15kg/㎡

湿度85％以下） 塗装間隔 ２時間以上

作業条件の確認（足場、養生 工 法 刷毛またはローラー塗り

照明、安全、工具等） タレ、流れのないよう

均一に塗る。

下塗り乾燥状態の確認 タフコートＤ－４２

気象条件の確認（温度5℃以上 上 塗 り
（ １ 層 目 ）

塗 付 量 0.15kg/㎡

湿度85％以下） 塗装間隔 ２時間以上

作業条件の確認（足場、養生 工 法 刷毛またはローラー塗り

照明、安全、工具等） タレ、流れのないよう

均一に塗る。

上塗り１層目乾燥状態の確認 タフコートＤ－４２

気象条件の確認（温度5℃以上 上 塗 り
（ ２ 層 目 ）

塗 付 量 0.15kg/㎡

湿度85％以下） 養生時間 ３時間以上

作業条件の確認（足場、養生 工 法 刷毛またはローラー塗り

照明、安全、工具等） タレ、流れのないよう

均一に塗る。



外壁面

熱交換塗料ＡＫ－３工法 タフコートＤ－４７（２回塗）

※ 実線四角内がＡＫ－３工法で素地調整＋下塗りが別途必要です。
※ 点線四角内は下地の劣化状態により工法、仕様が大きく変化します。
※ タフコートＤ－４７は水系塗料なので従来の外壁下地調整材の上にも塗り重ねが出来ます。
※ 塗装間隔及び養生時間は気温２０℃以上の条件下のものです。

施工上の確認事項 工 程 施 工 要 領

素地表面状態の確認
素地調整

（下地の状態により異
なるため別途計上）

塗膜表面の付着物を高圧洗浄し落とす

手工具等で劣化塗膜を除去する。

（活膜は残す）

素地調整終了状態の確認 微弾性フィラー材塗り

気象条件の確認（温度5℃以上 下塗り
（下地の状態により異
なるため別途計上）

塗 付 量 1.0kg/㎡

湿度85％以下） 塗装間隔 24時間以上

作業条件の確認（足場、養生 工 法 吹付またはローラー塗り

照明、安全、工具等） タレ、流れのないよう

均一に塗る。

下塗り乾燥状態の確認 タフコートＤ－４７

気象条件の確認（温度5℃以上 上 塗 り
（ １ 層 目 ）

塗 付 量 0.2kg/㎡

湿度85％以下） 塗装間隔 ２時間以上

作業条件の確認（足場、養生 工 法 刷毛またはローラー塗り

照明、安全、工具等） タレ、流れのないよう

均一に塗る。

上塗り１層目乾燥状態の確認 タフコートＤ－４７

気象条件の確認（温度5℃以上 上 塗 り
（ ２ 層 目 ）

塗 付 量 0.2kg/㎡

湿度85％以下） 養生時間 ３時間以上

作業条件の確認（足場、養生 工 法 刷毛またはローラー塗り

照明、安全、工具等） タレ、流れのないよう

均一に塗る。



塩ビシート防水面

熱交換塗料ＡＫ－４工法 タフコートＤ－４２（２回塗）

※ 実線四角内がＡＫ－４工法で素地調整＋下塗りが別途必要です。
※ 点線四角内は下地の劣化状態により工法、仕様が大きく変化します。
※ タフコートＤ－４２はアクリルウレタン樹脂系溶剤型塗料です。
※ アスファルト系シート面への施工は上塗塗料が水系のタフコートＤ－４７になります。
※ 塗装間隔及び養生時間は気温２０℃以上の条件下のものです。

施工上の確認事項 工 程 施 工 要 領

素地表面状態の確認
素地調整

（下地の状態により異
なるため別途計上） 塗膜表面の付着物を高圧洗浄し落とす

素地調整終了状態の確認 タフコートＯ－７１５

気象条件の確認（温度5℃以上 下塗り
（下地の状態により異
なるため別途計上）

塗 付 量 0.15kg/㎡

湿度85％以下） 塗装間隔 ８時間以上

作業条件の確認（足場、養生 工 法 吹付またはローラー塗り

照明、安全、工具等） タレ、流れのないよう

均一に塗る。

下塗り乾燥状態の確認 タフコートＤ－４２

気象条件の確認（温度5℃以上 上 塗 り
（ １ 層 目 ）

塗 付 量 0.2kg/㎡

湿度85％以下） 塗装間隔 ２時間以上

作業条件の確認（足場、養生 工 法 刷毛またはローラー塗り

照明、安全、工具等） タレ、流れのないよう

均一に塗る。

上塗り１層目乾燥状態の確認 タフコートＤ－４２

気象条件の確認（温度5℃以上 上 塗 り
（ ２ 層 目 ）

塗 付 量 0.2kg/㎡

湿度85％以下） 養生時間 ３時間以上

作業条件の確認（足場、養生 工 法 刷毛またはローラー塗り

照明、安全、工具等） タレ、流れのないよう

均一に塗る。



プールサイド面

熱交換塗料ＡＫ－５工法 タフコートＤ－４７（２回塗）

※ 実線四角内がＡＫ－５工法で素地調整＋下塗りが別途必要です。
※ 点線四角内は下地の劣化状態により工法、仕様が大きく変化します。
※ タフコートＤ－４７は水系塗料なので従来の下地調整材の上にも塗り重ねが出来ます。
※ 塗装間隔及び養生時間は気温２０℃以上の条件下のものです。

施工上の確認事項 工 程 施 工 要 領

素地表面状態の確認
素地調整

（下地の状態により異
なるため別途計上） 塗膜表面の付着物を高圧洗浄し落とす

素地調整終了状態の確認 タフコートＷＥ－９０７＋６号硅砂

気象条件の確認（温度5℃以上 下塗り
（下地の状態により異
なるため別途計上）

塗 付 量 0.5～1.0kg/㎡

湿度85％以下） 塗装間隔 ３０分程度

作業条件の確認（足場、養生 工 法 吹付またはローラー塗り

照明、安全、工具等） タレ、流れのないよう

均一に塗る。

下塗り乾燥状態の確認 タフコートＤ－４７

気象条件の確認（温度5℃以上 上 塗 り
（ １ 層 目 ）

塗 付 量 0.15kg/㎡

湿度85％以下） 塗装間隔 ２時間以上

作業条件の確認（足場、養生 工 法 刷毛またはローラー塗り

照明、安全、工具等） タレ、流れのないよう

均一に塗る。

上塗り１層目乾燥状態の確認 タフコートＤ－４７

気象条件の確認（温度5℃以上 上 塗 り
（ ２ 層 目 ）

塗 付 量 0.15kg/㎡

湿度85％以下） 養生時間 ３時間以上

作業条件の確認（足場、養生 工 法 刷毛またはローラー塗り

照明、安全、工具等） タレ、流れのないよう

均一に塗る。



歩道、駐車場面

熱交換塗料ＡＫ－６工法 タフコートＤ－４７（２回塗）

※ 実線四角内がＡＫ－６工法で素地調整＋下塗りが別途必要です。
※ 点線四角内は下地の劣化状態により工法、仕様が大きく変化します。
※ タフコートＤ－４７は水系塗料なので従来の下地調整材の上にも塗り重ねが出来ます。
※ 下地の不陸が大きい場合は上塗１層目の材料に硅砂を加えて塗ることもあります。
※ 塗装間隔及び養生時間は気温２０℃以上の条件下のものです。

施工上の確認事項 工 程 施 工 要 領

素地表面状態の確認
素地調整

（下地の状態により異
なるため別途計上） 塗膜表面の付着物を高圧洗浄し落とす

素地調整終了状態の確認 タフコートＷＥ－９０７＋６号硅砂

気象条件の確認（温度5℃以上 下塗り
（下地の状態により異
なるため別途計上）

不陸調整 0.5～1.0kg/㎡

湿度85％以下） 塗装間隔 ３０分以上

作業条件の確認（足場、養生 工 法 吹付またはローラー塗り

照明、安全、工具等） タレ、流れのないよう

均一に塗る。

下塗り乾燥状態の確認 タフコートＤ－４７

気象条件の確認（温度5℃以上 上 塗 り
（ １ 層 目 ）

塗 付 量 0.2kg/㎡

湿度85％以下） 塗装間隔 ２時間以上

作業条件の確認（足場、養生 工 法 吹付またはローラー塗り

照明、安全、工具等） タレ、流れのないよう

均一に塗る。

上塗り１層目乾燥状態の確認 タフコートＤ－４７

気象条件の確認（温度5℃以上 上 塗 り
（ ２ 層 目 ）

塗 付 量 0.2kg/㎡

湿度85％以下） 養生時間 ３時間以上

作業条件の確認（足場、養生 工 法 吹付またはローラー塗り

照明、安全、工具等） タレ、流れのないよう

均一に塗る。
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